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論 文 内 容 の 要 旨
たんぱく質生合成の初期段階はアミノ酸の活性化とそれにつづ くアミノアシル tRNA の生成から成っ
ている｡ この二つの反応は同一の酵素 (アミノアシル tRNA合成酵素 EC6.1.1)によって触媒され, そ
れぞれのアミノ酸に対して特異的な酵素が少なくとも一種類存在すると考えられている｡ この酵素の関与




5齢期 5-6日目のカイコから摘出して後部絹糸腺を摩砕し 105,000×g上清を調製した｡ この画分に
ついて7種類のアミノ酸の活性化反応をしらべたところ, L-アラニン, Ⅰ- ロイシンに対する活性が強 く,
グリシンに対しては L-アラニンの場合の約% であった｡ このことはアミノ酸活性化反応は, 生合成され
るフィブロインのアミノ酸組成と比例するものでなく, またアミノアシル tRNA合成はそれぞれのアミ
ノ酸に特異的な tRNA の量によって調節されることを示すものと考えられる｡
つぎに 105,000×g上清を硫安分画したところ, 45-70%画分にグリシル tRNA合成活性の65%の活
性の存在がみられたO この画分を DEAE-セルロースカラム上で100/.グリセロール, 0.01Mβ-メルカプト
エタノールを含む 0.02M リン酸緩衝液中で KClの直線濃度勾配溶液によって溶出分画し, それぞれの
画分についてグリシン活性化に対応する ATP-32PPi交換反応 (I), および 〔14C]-グリシル tRNA 合
成反応 (Ⅱ)の活性を測定した｡ その結果, 反応 Ⅰについては活性のピークが二つ (ピーク A,B)存在
し, それらは MgC12 依存性, 至適 pH が異なることがわかった｡ また, 反応Ⅱについてもその活性に
二つのピーク (ピ∵ク a,b)が存在し, 至適 pH が異なることがわかった｡ ピークA活性はピークaお
よびb活性と重ならず, ピークB活性の一部分のみがピークaおよびb活性と重なった｡ そこでピ- クA







一方, tRNA の縮重の問題については必らずL も一致した見解が出されていなかった｡ そこで, まず,
カイコ後部絹糸腺から調製した tRNA混合物から 〔14C十グリシンで標識した tRNA をつくり, これを
RNaseTl で完全に消化し, DEAE-セルロースカラムで分画したところ 〔14C〕のピークが二つ得られ
た｡ このことは 3′一末端 (acceptorend)に隣接する数個のヌクレオチ ド部分で, 構造の異なったグリシ
ン tRNA が少なくとも二種類存在することを示すものである｡
そこで, この縮重の現象と反応Ⅱとの対応性をしらべるため, 絹糸腺の全 tRNA を DEAE-セファデ
ックスカラムで分画したところ, 〔14C〕-グリシン受容活性として二つの大きいピーク (ピーク Ⅰ,ⅠⅠ)と小




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
たんぱく質生合成 の初期段階は 1)Aminoacid+ATP+Enzyme≠Enzyme-aminoacyladenylate+
PPi, 2)Enzyme一aminoacyladenylate+tRNA≠AminoacyltRNA+Enzyme+AMPの二反応から成
っているO この反応は aminoacyltRNAsynthetaseまたは aminoacidactivatingenzymeと呼ばれる
同一酵素によって触媒され, それぞれのアミノ酸に特異的なこの酵素が存在するとされていたが, 上記の
反応と酵素との関連性, あるいはアミノ酸に特異的な tRNA との対応性などについてはほとんどわかっ
ていなかった｡ 本研究はこれらの点を追求するため, カイコを用いてたんぱく質生合成の様相をしらべ,
この分子生物学上の重要課題の一端を解明している｡
著者はフィブロインの合成の場所であるカイコ後部絹糸腺からグリシン tRNA を単離して, その化学





後者の活性と合致した｡ このことから, カイコ後部絹糸腺にはグリシル tRNA 合成を行なわず, グリシ
ン活性化反応だけを行なう酵素が二種類存在すると結論した｡ さらにグリシル tRNA 合成活性の二つの
ピークが二種類のグリシン tRNA に対応することを明らかにし, グリシン tRNA の縮重に対応して酵
素活性にも縮重の現象が存在することを示唆した｡
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このように本研究はたんぱく質生合成の初期段階の反応について新しい知見を得たもので, 生物化学お
よび分子生物学の分野に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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